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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期
第３四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 1,822,364 1,988,868

経常利益 （千円） 655,384 337,103

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 405,521 400,745

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 407,492 377,542

純資産額 （千円） 2,373,950 1,787,288

総資産額 （千円） 2,803,927 2,250,954

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 81.29 80.39

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 80.41 －

自己資本比率 （％） 84.67 79.40

 

回次
第19期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 24.95

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第18期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在するものの、当社株式は非

上場であり、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

４．当社は、平成27年12月17日に東京証券取引所マザーズへ上場したため、第19期第３四半期連結累計期間の潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から当第３四半期連結累計期間末までの平均株価

を期中平均株価とみなして算定しております。

５．当社は、第18期第３四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第18期第３

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

６．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

７．当社は、平成27年10月２日開催の取締役会決議に基づき、平成27年10月20日付で普通株式１株につき1,000

株の株式分割を行っておりますが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたものと仮定して１株当

たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しておりま

す。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

株式会社オープンドア(E31936)

四半期報告書

 3/17



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、有価証券届出書に記載した事業等の

リスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。なお、当社は、前第３四半期連結累計期間について四半期連結財務諸表を作成していないた

め、前年同四半期連結累計期間との比較分析は行っておりません。

 

（１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では金融政策正常化の影響があるものの堅調に推移した一

方、中国をはじめとするアジア新興国では国内需要の鈍化等により景気が緩やかに減速しました。

　これに対し、我が国の経済は、世界経済の影響による不安要素はあるものの、政府の経済政策及び金融政策によ

り雇用・所得環境の改善が続くなかで、緩やかな景気回復基調を維持しております。

　このような状況のもと、当社の旅行関連事業におきましては、各メニューのユーザビリティを強化及び取扱商品

数の拡充を図ることで既存事業の拡大に努めて参りました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は売上高1,822,364千円、営業利益661,200千円、経常利益655,384

千円、親会社株主に帰属する四半期純利益405,521千円となりました。

　なお、当社グループの報告セグメントは単一セグメントであるため、セグメントの業績については記載を省略し

ております。

 

（２）財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は2,803,927千円（前連結会計年度末比552,973千円増加）となりま

した。これは主に、現金及び預金の増加498,818千円、売上高の増加による売掛金の増加63,643千円によるもので

あります。

 

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債は429,977千円（前連結会計年度末比33,688千円減少）となりまし

た。これは主に、買掛金が20,286千円、賞与引当金が10,140千円増加した一方で、法人税等の支払により未払法人

税等が51,272千円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は2,373,950千円（前連結会計年度末比586,662千円増加）となりま

した。これは主に、新規上場に伴う公募増資により資本金及び資本剰余金がそれぞれ87,860千円増加したこと、親

会社株主に帰属する四半期純利益405,521千円を計上したことによるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,400,000

計 20,400,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,150,000 5,210,000
東京証券取引所

（マザーズ）

権利内容に何ら限定

のない当社の標準と

なる株式であり,

単元株式数は100株

であります。

計 5,150,000 5,210,000 － －

　（注）１．平成27年12月17日をもって、当社株式は東京証券取引所マザーズに上場しております。

２．平成28年1月18日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三

者割当増資）により、発行済株式総数60,000株、資本金及び資本準備金がそれぞれ105,432千円増加してお

ります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年10月20日

（注）１
5,094,900 5,100,000 　－ 455,000 　－ 278,744

 平成27年12月16日

 （注）２
50,000 5,150,000 87,860 542,860 87,860 366,604

　（注）１．平成27年10月２日開催の取締役会決議により、平成27年10月20日付で普通株式１株につき1,000株の株式分

割を行っております。これにより発行済株式総数は5,094,900株増加し、5,100,000株となっております。

       ２．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

　　　　　発行価格　　　　　 3,820円

　　　　　発行価額　　　　3,514.40円

　　　　　資本組入額　　　1,757.20円

　　　　　払込金額総額　 175,720千円

　　　　３．平成28年1月18日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三

者割当増資）により、発行済株式総数60,000株、資本金及び資本準備金がそれぞれ105,432千円増加してお

ります。
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　92,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　5,057,600 50,576 －

単元未満株式 普通株式　　　　　400 － －

発行済株式総数 5,150,000 － －

総株主の議決権 － 50,576 －

 

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社オープンドア
東京都港区赤坂二丁目14番５号

Daiwa赤坂ビル３階
92,000 － 92,000 1.79

計 － 92,000 － 92,000 1.79

　（注）新株予約権の行使に伴い自己株式が115,000株から92,000株に減少しております。

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当四半期報告書は、第３四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、「企業内容等開示ガイドラインの

24の４の７－６」の規定に準じて前年同四半期との対比は行っておりません。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,587,963 2,086,782

売掛金 204,692 268,335

有価証券 10,305 10,309

その他 48,250 44,148

貸倒引当金 △577 △615

流動資産合計 1,850,634 2,408,960

固定資産   

有形固定資産 72,574 64,495

無形固定資産 27,650 19,434

投資その他の資産   

その他 330,151 311,037

貸倒引当金 △30,057 -

投資その他の資産合計 300,094 311,037

固定資産合計 400,319 394,967

資産合計 2,250,954 2,803,927

負債の部   

流動負債   

買掛金 29,596 49,882

未払法人税等 195,127 143,855

賞与引当金 - 10,140

その他 226,054 213,157

流動負債合計 450,778 417,034

固定負債   

資産除去債務 10,687 10,742

その他 2,200 2,200

固定負債合計 12,887 12,942

負債合計 463,666 429,977

純資産の部   

株主資本   

資本金 455,000 542,860

資本剰余金 295,544 377,286

利益剰余金 1,067,963 1,473,485

自己株式 △47,840 △38,272

株主資本合計 1,770,667 2,355,359

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 16,620 18,591

その他の包括利益累計額合計 16,620 18,591

純資産合計 1,787,288 2,373,950

負債純資産合計 2,250,954 2,803,927
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 1,822,364

売上原価 353,389

売上総利益 1,468,974

販売費及び一般管理費 807,773

営業利益 661,200

営業外収益  

受取利息 6

受取配当金 10

助成金収入 850

その他 11

営業外収益合計 878

営業外費用  

支払利息 7

為替差損 2,096

株式交付費 4,590

営業外費用合計 6,694

経常利益 655,384

税金等調整前四半期純利益 655,384

法人税、住民税及び事業税 251,996

法人税等調整額 △2,133

法人税等合計 249,862

四半期純利益 405,521

親会社株主に帰属する四半期純利益 405,521
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 405,521

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 1,970

その他の包括利益合計 1,970

四半期包括利益 407,492

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 407,492
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 30,031千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１.配当金支払額

該当事項はありません。

 

２.基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３.株主資本の著しい変動

　当社は、平成27年12月16日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新

株式発行50,000株により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ87,860千円増加しております。

　また、当第３四半期連結累計期間においてストック・オプションとしての新株予約権の権利行使による自己

株式の処分に伴い、自己株式が23,000株減少しております。この結果、当第３四半期連結累計期間において、

自己株式が9,568千円、資本剰余金が6,118千円減少しております。

　これらの要因により、当第３四半期連結会計期間末において資本金が542,860千円、資本剰余金が377,286千

円、自己株式38,272千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

当社グループの報告セグメントは単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 81.29円

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 405,521

普通株主に帰属しない金額（千円） -

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
405,521

普通株式の期中平均株式数（株） 4,988,804

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 80.41円

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） -

普通株式増加数（株） 54,442

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

 

 

　　　　　　　　　　　　　　 -

　（注）１.当社は、平成27年10月２日開催の取締役会決議に基づき、平成27年10月20日付で普通株式１株につき1,000株

の株式分割を行っております。当連結会計年度の期首に株式分割が行われたものと仮定して１株当たり四半期

純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

２.当社は、平成27年12月17日に東京証券取引所マザーズへ上場したため、当第３四半期連結累計期間の潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から当第３四半期連結累計期間末までの平均株価を期中

平均株価とみなして算定しております。
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（重要な後発事象）

第三者割当増資による新株発行

　当社は、平成27年11月11日及び平成27年11月26日開催の取締役会決議において、オーバーアロットメントによ

る売出しに関連して、みずほ証券株式会社が当社株主である関根大介より借り入れた当社普通株式の返還に必

要な株式を取得するため、同社を割当先とする第三者割当増資による新株発行を決議しておりましたが、平成

28年１月18日に払込が完了いたしました。概要は以下のとおりであります。

(１)募集株式の種類及び数

　　当社普通株式 60,000株

(２)割当価格

　　１株につき 3,514.40円

(３)割当価格の総額

　　210,864千円

(４)増加する資本金

　　105,432千円　（１株につき 1,757.20円）

(５)増加する資本準備金

　　105,432千円　（１株につき 1,757.20円）

(６)割当先及び割当株式数

　　みずほ証券株式会社 60,000株

(７)申込株数単位

　　100株

(８)払込期日

　　平成28年１月18日

(９)資金の使途

　　①ユーザビリティー向上及びコンテンツの充実のための事業部、システム部及び管理部にかかる人材の

　　採用・育成、②「HotelSaurus」を中心とした海外向けＷｅｂサイトの知名度向上、コンテンツの充実及び

　　さらなる多言語展開、並びに③新規ユーザー獲得のためのプロモーション、に充当する予定であります。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社オープンドア(E31936)

四半期報告書

15/17



  

独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成２８年２月９日

 

株 式 会 社 　オ ー プ ン ド ア 

取 締 役 会 御中

   

 

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ 

 指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 遠 藤 康 彦 印

 指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 岡 田 雅 史 印

       

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

プンドアの平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２７年１

０月１日から平成２７年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年１２月３

１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
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監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オープンドア及び連結子会社の平成２７年１２月３１日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成２７年１１月１１日及び平成２７年１１月２６日開催の取締役

会において、オーバーアロットメントによる株式の売出しに関する第三者割当による新株の発行を決議し、平成２８年１

月１８日に払込が完了している。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 

 

（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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